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地域で動く「環境保全型農業」（1）
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江戸野菜復活ヘ

の思い
時論

(財)東京都農林水産振興財団

大竹道茂

　
江
戸
時
代
へ
の
現
代
人
の
関
心
は
、
故
郷
へ
の

郷
愁
に
似
て
い
ま
す
。
江
戸
の
歴
史
や
文
化
を
知

り
た
い
と
一
。
弓
っ
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
江
戸
の
食

文
化
を
学
び
た
い
と
い
う
強
い
願
望
も
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
野
菜
の
一
つ
一
つ
に
は
物
語
が
伝
わ
っ
て

い
て
、
そ
れ
に
よ
り
大
名
か
ら
農
民
ま
で
の
生

活
が
見
え
て
く
る
だ
け
に
、
江
戸
時
代
の
食
文
化

な
ど
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
食
材
で
す
。
ま
た
、
単

に
甘
い
、
辛
い
だ
け
で
は
な
い
、
エ
グ
ミ
や
あ
く
と

い
っ
た
、
日
本
人
の
舌
・
昧
覚
を
育
て
て
き
た

食
材
で
、
地
域
風
土
が
育
て
た
も
の
な
の
で
す
。

　
四
年
前
、
「
江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
今
で
は
、
江
戸
野
菜
の
生
産
者
や

市
場
・
Ｊ
Ａ
の
職
員
、
料
理
研
究
家
な
ど
仲
問
も

ふ
え
、
各
地
で
の
市
民
・
自
治
体
に
よ
る
復
活
の

動
き
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
束
京
の
小
全
井
市
で
は
、
昨
年
の
お
圧
月
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
グ
ル
ー
プ
等
か
「
江
戸
雑
煮
を
食
べ
よ
う
」
の
企

画
を
同
市
・
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
で
実
施
、
多
く

の
方
々
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。
こ
の
雑
煮
に
使
わ
れ

た
小
松
菜
は
伝
統
品
種
の
「
後
関
晩
生
」
。
市
販
の
改

良
種
と
罠
な
り
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
し
や
き
し
や
き

感
に
「
お
い
し
い
Ｉ
」
の
声
。
そ
の
後
、
活
動
は
地

元
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
を
巻
き
込
み
、
市
内
の
農
家
が

伝
統
野
菜
の
小
松
菜
、
金
町
コ
カ
ブ
、
亀
戸
大
根
、

大
蔵
大
根
、
し
ん
と
り
菜
等
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
同
市
で
は
、
東
京
都
の
地
域
産
業
資
源
に
汀
戸
東

京
野
菜
を
申
請
、
承
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
助
成
措

置
を
受
け
た
中
で
、
料
理
飲
食
業
関
係
の
皆
さ
ん

と
、
江
戸
東
京
野
菜
を
活
用
し
た
蛙
域
脆
ハ
し
の
勉
強

会
を
開
催
。
今
年
三
月
末
に
は
、
江
戸
の
名
勝
・
小

金
井
桜
を
意
識
し
て
市
内
の
飲
食
店
に
呼
び
か
け

「
お
花
見
弁
当
フ
ェ
ア
」
を
企
両
、
一
〇
店
が
参
加

す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
野
莱
を
後
世
に
伝
え
る
こ
の
活
勤
、
都
市

農
地
の
保
全
を
多
く
の
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
背
景
に
、
活
動
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
伝
統
野
菜
の
復
活
を
し
た
い
と
い
う
市
民

の
声
が
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

都
心
の
品
川
で
、
寂
れ
た
地
城
の
町
興
し
が
で
き

な
い
か
と
、
品
川
の
八
百
屋
さ
ん
が
訪
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
。
。
０
一
一
年
に
建
設
予
定
の
新
東

京
タ
ワ
ー
の
地
元
墨
田
区
で
も
、
江
戸
時
代
に
ナ
ス

の
産
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
興
し
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
農
地
の

な
い
地
域
で
の
動
き
だ
け
に
、
い
ず
れ
も
食
育
を

導
入
部
に
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

お
お
た
け
・
み
ち
し
げ
＝
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
、
東
京

農
大
卒
、
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
参
事
、
Ｊ
Ａ
東
京
信
連
代

表
理
事
専
務
、
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
会
員
、
現

在
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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